
一
元
化
し
、
一
人
ひ
と
り
に
情

報
を
渡
す
考
え
は
。
③
教
育
と

福
祉
の
連
携
が
大
切
。
社
会
福

祉
法
人
が
実
施
し
て
い
る
学
習

支
援
事
業
等
の
現
場
か
ら
実
態

を
聞
き
情
報
を
共
有
す
べ
き
。

答
弁　

①
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
相
談
員
等
を
配
置
し
て

教
員
を
支
援
す
る
体
制
を
と
っ

て
お
り
、
複
雑
化
す
る
課
題
は

福
祉
機
関
等
と
連
携
し
て
い
る
。

②
多
く
の
情
報
を
コ
ン
パ
ク
ト

に
納
め
て
提
供
す
る
こ
と
の
必

要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
③
学

習
支
援
員
か
ら
得
た
情
報
を
必

要
に
応
じ
て
関
連
部
署
に
つ
な

げ
て
い
る
。

質
問　

平
成
28
年
度
の
中
学

校
教
科
用
図
書
採
択
に
つ
い
て
、

①
教
育
委
員
会
定
例
会
で
の
協

議
が
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
。

②
教
科
用
図
書
選
定
資
料
作
成

委
員
会
は
保
護
者
だ
け
で
な
く
、

公
募
し
た
市
民
も
入
れ
る
べ
き
。

答
弁　

①
６
月
12

日
に
臨
時
会
を
開
催

し
、
採
択
日
程
等
を

報
告
し
了
承
を
得
た
。

手
続
き
上
の
そ
ご
に

対
し
て
は
深
く
お
詫

び
す
る
。
②
今
後
は
、
公
募
市

民
も
入
れ
る
形
で
考
え
て
い
く
。

質
問　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に

つ
い
て
、
①
学
校
現
場
か
ら
貧

困
の
連
鎖
を
な
く
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
。
不
登
校
な
ど
か
ら

見
え
て
く
る
課
題
に
「
チ
ー
ム

学
校
」
と
し
て
取
り
組
む
仕
組

み
を
つ
く
る
べ
き
。
②
ひ
と
り

親
家
庭
に
対
す
る
支
援
施
策
を

質
問　

空
き
店
舗
の
活
用
に
つ

い
て
、
①
各
種
機
関
と
の
連
携

の
も
と
、
事
業
継
続
支
援
や
事

業
の
検
証
を
行
っ
て
い
く
べ
き
。

②
社
会
的
課
題
を
解
決
す
る
の

に
必
要
な
機
能
を
、
市
民
、
商

人
、
専
門
家
ら
と
共
に
創
出
を
。

答
弁　

①
各
支
援
機

関
と
連
携
を
密
に
し

て
事
業
者
や
商
店
街

へ
の
支
援
を
実
施
し
、

事
業
の
効
果
を
検
証

し
て
い
く
。
②
多
摩

信
用
金
庫
と
の
連
携
に
よ
る
創

業
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
な

ど
、
商
店
街
や
専
門
機
関
と
連

携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

に
つ
い
て
、
誰
も
が
集
え
る
憩

い
の
場
を
提
供
し
て
い
る
地
域

活
動
を
市
が
積
極
的
に
支
援
し
、

周
知
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

答
弁　

社
会
福
祉
協
議
会
を
中

心
に
、
サ
ロ
ン
推
進
委
員
会
の

設
置
や
活
動
に
対
す
る
補
助
制

度
の
整
備
等
、
サ
ロ
ン
事
業
の

推
進
を
図
っ
て
い
る
。
地
域
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な
が
り

を
強
化
す
る
大
切
な
取
り
組
み

で
あ
り
、
引
き
続
き
事
業
の
推

進
を
支
援
し
て
い
く
。

質
問　

気
軽
に
散
歩
で
き
る
環

境
の
整
備
の
推
進
に
つ
い
て
、

①
大
師
通
り
や
拝
島
町
三
丁
目

質
問　

交
通
手
段
の
利
便
性
の

向
上
に
つ
い
て
、
拝
島
地
域
は

拝
島
営
業
所
か
ら
立
川
駅
北
口

へ
の
路
線
は
充
実
し
て
い
る
も

の
の
、
昭
島
駅
南
口
や
江
戸
街

道
沿
線
に
続
く
路
線
が
な
い
状

況
で
あ
る
。
拝
島
駅
の
駅
前
広

場
完
成
後
に
、
拝
島
営
業
所
か

ら
拝
島
駅
経
由
で
昭
島
駅
南
口

ま
で
路
線
拡
大
を
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
所
見
は
。

答
弁　

地
域
の
交
通

需
要
に
対
応
し
た
バ

ス
路
線
の
保
持
や
拡

充
は
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
拝

島
営
業
所
か
ら
拝
島
駅
を
経
由

し
昭
島
駅
ま
で
の
バ
ス
路
線
の

拡
充
に
つ
い
て
、
バ
ス
会
社
と

も
協
議
、
要
請
し
、
駅
や
病
院
、

公
共
施
設
等
へ
の
交
通
ア
ク
セ

ス
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

質
問　

昭
島
の
地
域
の
活
性
化

ア
パ
ー
ト
周
辺
道
路
に
、
ベ
ン

チ
の
増
設
を
。
②
都
市
計
画
道

路
３
・
４
・
１
号
の
整
備
に
あ

た
り
、
新
た
に
ベ
ン
チ
を
設
置

し
て
い
く
考
え
は
。

答
弁　

①
設
置
要
望

に
対
し
、
既
存
ベ
ン

チ
と
の
距
離
、
歩
道

の
幅
員
、
設
置
方
法

や
自
転
車
と
歩
行
者

双
方
の
安
全
通
行
な
ど
を
総
合

的
に
判
断
し
、
対
応
を
図
っ
て

い
く
。
ま
た
、
都
営
住
宅
周
辺

に
つ
い
て
は
、
都
と
も
連
携
し

て
い
く
。
②
魅
力
を
高
め
る
道

路
と
な
る
よ
う
、
設
置
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

 

荒
井
　
啓
行
　
議
員

請
願
者
が
居
住
す
る
田
中
町

住
宅
は
、
高
齢
化
率
が
29.5
％
に

達
し
、
ま
た
居
住
者
の
平
均
所

得
金
額
は
約
140
万
円
。
大
変
厳

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団

 

小
山
　
　
満
　
議
員

看
護
職
の
勤
務
改
善
に
は
、

医
療
機
関
に
よ
る
自
主
的
な
取

り
組
み
が
可
能
で
あ
り
、
国
は

医
療
勤
務
改
善
セ
ン
タ
ー
の
設

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

 

熊
崎
真
智
子
　
議
員

医
療
や
介
護
現
場
の
人
材
不

足
の
背
景
に
、
過
酷
な
労
働
条

件
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

労
働
環
境
の
悪
化
は
医
療
の

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団

 

木
﨑
　
親
一
　
議
員

東
京
都
住
宅
供
給
公
社
は
、

近
傍
同
種
の
住
宅
の
市
場
家
賃

調
査
を
基
に
立
地
や
構
造
等
を

考
慮
し
家
賃
を
算
定
し
て
い
る
。

家
賃
改
正
で
は
、
激
変
緩
和

措
置
等
を
設
け
て
居
住
者
の
生

し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
の
来
年
４
月

の
家
賃
引
き
上
げ
に
よ
る
切
実

な
状
況
を
理
解
す
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
請
願

を
採
択
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を

強
く
主
張
し
、
不
採
択
と
す
る

委
員
長
報
告
に
反
対
す
る
。

置
等
、
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

医
療
提
供
体
制
改
革
は
、
切

れ
目
の
な
い
医
療
・
介
護
の
提

供
が
目
的
で
あ
り
、
陳
情
に
あ

る
費
用
削
減
を
目
的
と
し
た
病

床
削
減
で
は
な
い
。

よ
っ
て
、
本
陳
情
を
不
採
択
と

す
る
委
員
長
報
告
に
賛
成
す
る
。

質
の
低
下
、
命
の
危
険
を
生
じ

る
可
能
性
が
あ
る
。
現
場
の
声

を
無
視
し
て
い
て
は
、
命
を
守

る
医
療
の
質
は
担
保
さ
れ
な
い
。

本
陳
情
は
喫
緊
の
課
題
で
、

採
択
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
強

く
主
張
し
、
不
採
択
と
す
る
委

員
長
報
告
に
反
対
す
る
。

活
安
定
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
住
宅
設
備
改
善
の
実

施
等
で
良
好
な
居
住
環
境
の
維

持
、
形
成
も
図
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
請
願
を
不
採
択
と

す
る
委
員
長
報
告
に
賛
成
す
る
。

請
願
を
不
採
択
と
す
る
委
員
長
報
告
に
対
し
て
、
本
会

議
の
採
決
に
先
立
ち
、
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
の
家
賃
見
直
し
に

関
す
る
請
願
」を
不
採
択
と
す
る
委
員
長
報

告
　
　
　

反
対

賛
成

反
対

賛
成

ら
な
い
課
題
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
本
陳
情
を
不
採
択
と

す
る
委
員
長
報
告
に
反
対
す
る
。

質
問　

小
中
学
校
の
学
校
教
育

に
つ
い
て
、
①
平
成
26
年
度
に

お
け
る
い
じ
め
の
認
知
件
数
及

び
そ
の
対
応
は
。
②
26
年
度
に

お
け
る
不
登
校
の
児
童
・
生
徒

の
人
数
、
出
現
率
、
復
帰
率
及

び
そ
の
対
応
は
。
③
26
年
度
の

学
級
崩
壊
の
状
況
と

対
策
は
。
④
群
馬
県

沼
田
市
で
は
小
学
校

と
連
携
し
、
認
知
症

徘
徊
者
保
護
の
模
擬

訓
練
を
実
施
し
て
い

る
。
小
中
学
校
で
の
実
施
は
、

保
護
者
等
を
通
じ
、
広
く
市
民

へ
周
知
し
て
い
く
効
果
も
期
待

で
き
る
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

答
弁　

①
小
学
校
が
31
件
、
中

学
校
が
23
件
で
昨
年
度
か
ら

大
幅
に
減
少
。
各
学
校
で
は
、

学
校
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
に

沿
っ
て
、
い
じ
め
の
早
期
発
見

に
努
め
、
教
育
委
員
会
で
は
、

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
基
本
方

針
に
沿
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
小
学
校
が
31
人
で
昨
年
度

よ
り
４
人
増
加
、
出
現
率
0.55
％
、

復
帰
率
35.5
％
、
中
学
校
が
81
人

で
昨
年
度
よ
り
13
人
減
少
、
出

現
率
3.06
％
、
復
帰
率
28.4
％
。
原

因
が
複
雑
化
し
て
お
り
、
個
々

の
状
況
に
合
わ
せ
対
応
し
て
い

る
。
③
小
学
校
で
１
件
。
教
員

の
指
導
力
不
足
が
原
因
で
あ
り
、

指
導
主
事
の
派
遣
や
学
習
支
援

員
の
配
置
等
と
と
も
に
、
管
理

職
に
よ
る
継
続
し
た
指
導
を
実

施
。
④
市
で
は
先
般
、
徘
徊
模

擬
訓
練
を
実
施
し
、
評
価
を
得

て
お
り
、
本
市
や
先
進
市
の
取

り
組
み
を
参
考
に
学
校
で
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
で
き

る
か
研
究
し
た
い
。

質
問　

地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
お
い
て
、
日
常
生

活
圏
域
は
、
高
齢
化

率
や
要
介
護
率
が
高
い
地
域
を

考
慮
す
る
こ
と
や
、
ま
た
、
中

学
校
区
ご
と
が
効
率
的
・
効
果

的
だ
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

答
弁　

市
全
体
を
日
常
生
活
圏

域
と
し
て
位
置
付
け
、
全
体
と

し
て
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
進
め
な
が
ら
、
地
域

に
お
け
る
個
別
の
状
況
や
課
題

等
に
も
配
慮
し
て
い
く
。

質
問　

総
合
基
本
計
画
に
つ
い

て
、
①
進
捗
状
況
は
。
②
計
画

の
財
政
部
分
の
裏
づ
け
と
な
る

中
期
財
政
計
画
の
実
効
性
を
担

保
す
る
仕
組
み
づ
く

り
の
考
え
方
は
。

答
弁　

①
拝
島
駅
南

口
周
辺
整
備
事
業
や

立
川
基
地
跡
地
昭
島

地
区
市
街
地
整
備
事

業
等
が
着
実
に
進
捗
し
て
お
り
、

新
し
い
ま
ち
の
姿
が
徐
々
に
形

成
さ
れ
て
い
る
。
②
将
来
の
財

政
見
通
し
を
可
能
な
範
囲
で
捉

え
て
中
期
財
政
計
画
を
策
定
し

た
。
決
算
時
等
で
見
通
し
の
変

化
に
応
じ
た
見
直
し
を
図
る
。

質
問　

新
た
な
昭
島
の
魅
力
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
る
中
、
文
化

と
教
育
が
充
実
し
た
ま
ち
づ
く

り
が
必
要
。︵
仮
称
︶
教
育
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
整
備
に
あ
た
り
、

規
模
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
目
的

な
ど
の
考
え
方
は
。

答
弁　

新
設
施
設
と
既
存
校
舎

を
利
用
し
、
平
成
31
年
度
中
の

開
設
を
予
定
し
て
お
り
、
本
市

の
未
来
を
築
く
拠
点
施
設
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
。

質
問　

立
川
基
地
跡
地
昭
島
地

区
の
利
用
計
画
に
つ
い
て
、
①

民
間
利
用
の
考
え
方
は
。
②
Ｊ

Ｒ
東
中
神
駅
及
び
周
辺
整
備
の

考
え
方
は
。
③
ま
ち
づ
く
り
の

記
録
を
映
像
と
し
て
残
し
て
は
。

答
弁　

①
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策

定
し
、
民
間
誘
導
を
図
っ
て
い

く
。
②
駅
の
南
北
自
由
通
路
及

び
橋
上
駅
舎
化
を
図
り
、
周
辺

は
賑
わ
い
と
活
気
を
創
出
す
る

交
流
拠
点
と
し
て
の
ま
ち
の
形

成
を
図
っ
て
い
く
。
③
映
像
記

録
の
作
成
に
向
け
検
討
す
る
。

質
問　

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
、
①

中
神
駅
前
に
交
番
の

設
置
を
。
②
瑞
雲
中

学
校
か
ら
中
神
町
新

畑
交
差
点
に
向
か
う

東
西
道
路
の
１
つ
め

の
交
差
点
に
信
号
機
設
置
を
。

答
弁　

①
中
神
駅
北
口
を
初
め
、

青
梅
線
北
側
地
域
へ
の
交
番
設

置
を
引
き
続
き
要
請
し
て
い
く
。

②
交
通
量
が
年
々
増
加
し
て
お

り
、
引
き
続
き
昭
島
警
察
署
と

協
議
し
設
置
を
要
請
し
て
い
く
。

一 般 質 問
（ 要 旨 ）

涼風を受けて

改
善
は
財
源
も
含
め
て
話
し
合

い
、
真
剣
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
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面
下
段
よ
り
︶
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子
ど
も
の
貧
困
連
鎖
を
断
ち
切
ろ
う

空
き
店
舗
で
ま
ち
づ
く
り
の
創
出
を

お
お
た
け
貴
恵  

議
員

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

学
校
教
育
に
つ
い
て

内
山　

真
吾  

議
員

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

吉
野　

智
之  

議
員

公
明
党
昭
島
市
議
団

総
合
基
本
計
画
と

中
期
財
政
計
画
に
つ
い
て

大
島
ひ
ろ
し  

議
員

公
明
党
昭
島
市
議
団


